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5
月
19
日
、
新
潟
市
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ

た
日
本
看
護
協
会
の
通
常
総
会
が
終
了
し
た
後
、
久

常
節
子
会
長
は
、会
場
の
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

看
護
職
の
た
め
の
政
策
を
実
現
さ
せ
る
に
は
、
看

護
代
表
の
国
会
議
員
が
必
要
で
あ
り
、
先
輩
方
は
一

貫
し
て
看
護
の
代
表
を
国
政
へ
送
り
続
け
て
き
た
、

と
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
看
護
の
政
策
を
実
現
さ

せ
る
た
め
、
次
期
参
議
院
選
挙
に
出
馬
を
決
意
し
た

人
が
こ
こ
に
い
る
、
と
。

　

久
常
会
長
の
紹
介
と
と
も
に
、
た
か
が
い
恵
美
子

さ
ん
が
現
れ
ま
し
た
。
た
か
が
い
さ
ん
は
、
日
本
看

護
協
会
常
任
理
事
と
し
て
全
国
の
看
護
の
現
場
に
行

き
、
仲
間
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
を
視
て
回
っ
た
、
ま
た

話
に
耳
を
傾
け
て
き
た
、
こ
の
1
年
の
総
括
を
述
べ

ま
し
た
。「
こ
の
現
状
を
変
え
た
い
。
み
な
さ
ま
と
一

緒
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
。
大
き
な
拍
手
が
わ
き
起

こ
り
ま
し
た
。
大
半
の
参
加
者
は
、
去
ら
ず
に
、
た

か
が
い
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
10
日
後
に
開
催
さ
れ
た
日
本
看
護
連
盟

の
通
常
総
会
に
お
い
て
、
た
か
が
い
恵
美
子
前
日
本

看
護
協
会
常
任
理
事
は
、
看
護
職
の
組
織
代
表
で
あ

る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
た
か
が
い
さ
ん
が
目
指
す
「
だ
い
じ

な
未
来
」
像
と
決
意
表
明
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日本看護協会の通常総会終了後、参議院出馬を表明。会場からは大きな拍手が。

た
か
が
い
恵
美
子

看
護
の
組
織
代
表
に

決
定

前
日
本
看
護
協
会
常
任
理
事
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た
か
が
い
恵
美
子
の
描
く

「
成
熟
社
会・に
ほ
ん
」と
は
、

　
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
楽
し
く
・
豊
か
に
・

堂
々
と
暮
ら
せ
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
は
、
働
き
手
が

減
り
人
口
が
減
る
中
で
進
展
し
ま
す
。

　
し
か
し
た
と
え
人
口
構
成
や
産
業
構
造
、

そ
し
て
時
代
が
移
り
変
わ
っ
て
も
、
生
活
者

の
願
い
は
同
じ
で
す
。
そ
れ
は
、
居
心
地
の

い
い
街
で
、
愛
す
る
人
と
、
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
き
た
い
・
生
き
終
え
た
い
と
い
う
こ
と
。

い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
人
間
味
あ
ふ

れ
る
ケ
ア
の
あ
る
地
域
づ
く
り
な
の
で
す
。

　
こ
の
切
な
い
希
望
を
か
な
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
人
生
（
い
の
ち
）
に
寄
り
添
う

看
護
の
技
で
す
。

　
私
た
ち
の
知
恵
と
経
験
を
駆
使
し
て
社
会

の
活
き
る
力
を
高
め
、
成
熟
社
会
を
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
た
か
が
い
恵
美
子
は
次
の
姿

勢
を
基
本
と
し
て
努
力
し
続
け
ま
す
。

１	

実
感
で
き
る
政
治
を
実
行
す
る
た
め
に
、

生
活
者
の
経
験
を
一
番
に
尊
重
し
ま
す
。

２	

透
明
性
の
高
い
政
策
づ
く
り
の
た
め
に
、

つ
ね
に
オ
ー
プ
ン
に
問
い
か
け
ま
す
。

３	

冷
静
か
つ
大
胆
に
前
進
す
る
た
め
に
、

困
難
に
立
ち
向
か
う
勇
気
を
持
ち
ま
す
。

日本看護連盟通常総会
で組織代表が決定した
後、決起大会が開催され
た。紹介を受け、登壇。

1	健康を増進し、福祉を充実させます。
○子を産みたいと思い、安心して育てることのできる社会環境づくりを進めます。
　　→出産・子育て支援の充実、里親制度の推進など

○自らの健康に関心を持ち、生活の楽しさを実感できる地域づくりを進めます。
　　→青壮年層の健康づくりの推進、世代間コミュニケーションの促進など

○納得して人生を全うできる確かな社会保障づくりを進めます。
　　→認知症の早期発見と重度化対応の推進、多様な看取りの場の確保と十分な看取り

ケアの実現、信頼できる年金制度の再構築、元気高齢者の生活支援の充実など

2	安心して安全に働ける社会をめざします。
○生涯を通じて経済活動に参加できる労働環境づくりを進めます。
　　→看護・介護従事者の処遇改善、ワークライフバランスの促進、働き続けられる職

場づくりの促進など

○食文化を豊かにする農業政策と地場産業の振興を進めます。
　　→食育の普及、食料自給率の向上、食品安全支援策の充実など

○国際競争力のある日本ブランドづくりを進めます。
　　→新たな看護技術の適切な評価、日本語教育を中心とする国際交流の促進、外交交

渉力の向上など

3	おもいやりと感謝の心を育む教育と環境を
	 つくります。
○情緒と創造性、思考、発想を豊かにする教育体系づくりを進めます。
　　→初等教育の小人数制の促進、家庭で生かせる経済教育の重視など

○安全で質の高い医療提供ができる人材育成を進めます。
　　→看護基礎教育の高等教育一元化と卒後臨床教育の実施、計画的な人材確保対策の

促進、高度専門的な技術分野の重視など

○自然と共生する社会づくりを進めます。
　　→Co2排出削減目標の早期設定、地球温暖化防止対策の強化、自然と触れ合う機会の

充実など

楽しく、豊かに、堂々と暮らせる
「成熟社会・にほん」となるために。

たかがい恵美子の
政
策
・理
念
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こ
れ
か
ら
の
20
年
、
日
本
は
働
く
世
代
が

減
少
す
る
な
か
で
超
高
齢
・
多
死
社
会
へ
と

移
行
す
る
時
代
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
私

た
ち
看
護
職
に
と
っ
て
世
界
に
類
の
な
い
成

熟
社
会
づ
く
り
へ
の
挑
戦
で
す
。
従
来
の
よ

う
な
経
済
発
展
中
心
の
や
り
方
で
は
な
く
、

生
活
や
環
境
に
重
点
を
お
い
た
新
し
い
取
り

組
み
。
そ
れ
を
、
看
護
職
の
手
で
、
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
の
時
代
に
必
要
な
の
は
、人
生
（
い
の
ち
）

と
暮
ら
し
を
支
え
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
で
す
。

そ
の
最
も
大
き
な
担
い
手
で
あ
る
私
た
ち
看

護
職
は
、
今
あ
る
問
題
を
知
り
、
そ
の
解
決

策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
の
知
恵
と

経
験
、
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
自
信
と
勇
気
が
次
の
社
会
を
元

気
に
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
楽
し
く
豊
か

に
堂
々
と
看
護
で
き
る
た
め
の
制
度
づ
く
り

に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

たかがい恵美子さんのオフィシャル・サイト
が開設されています。順次、新しい情報
がアップされますので、是非チェックして
みてください。ここで、ご紹介した「政策・
理念」も掲載されています。
また、「たかがい恵美子と未来を創るメー
ルマガジン」も、送信を開始しました。
ご購読ご希望の方は、オフィシャル・サイ
トから申し込まれるか、
apply ＠ 2tf.jp 宛に
　　　メールのタイトル不要
　　　本文
　　　　氏名（フリガナ）
　　　　都道府県名
　　　　施設名
をご記入のうえ、送信してください。

たかがい恵美子オフィシャル・サイト　
http://www.takagai-emiko.net

全国の看護連盟は総力を
あげてたかがいさんを応援
することを誓った

久常会長以下、日本
看護協会の有志に
よるたかがい恵美子
応援歌を披露

たかがい恵美子オフィシャルサイトの
トップページ

１ 働く看護職の出産・子育て支援についての体系的な整備を求めます。

２ ワークライフバランスを実現し働き続けられる職場づくりを求めます。

３ 第一線で培われた新たな看護技術についての適切な評価を求めます。

４ 看護職・介護職のキャリアを適切に評価する処遇の実現を求めます。

５ 技術の高度化に伴う身分保障・賠償等社会的基盤の整備を求めます。

６ 170万死時代を支えるナーシングホームの制度的実現を求めます。

７ 認知症の早期発見及び重度化対応のための対策と体制整備を求めます。

８ 利用者の視点から、無理・無駄・切れ目のない医療の実現を求めます。

９ 看護の専門的な視点で、安定した社会保障制度の再構築を提案します。

10 看護基礎教育の高等教育一元化と卒後臨床教育の実現を求めます。

11 看護・介護人材の計画的な育成並びに確保対策の促進を求めます。

12 育成・就業・研究が連動する看護の技術革新の拠点整備を求めます。

13 高度専門的な看護技術の研究開発の促進とその普及を求めます。

看護職が、楽しく・豊かに・堂々と、
国民の健康福祉に貢献するために。


